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｛昌

田

志

津

子

は
じ
め
に

今
回
は
、
青
幕
の
発
句
の
う
ち
、
天
明
二
年
か
ら
同
五
年
の
句
を
注
解
し
た
。
そ
の
頃
の
青
羅
は
、
門
人
も
増
え
、　
一
門
が
充
実
し
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
蝶
夢
と
の
つ
な
が
り
は
、
引
き
続
き
密
で
あ

っ
て
、
義
仲
寺
の
時
雨
会
に
出
向

い
て
い
る
。
ま
た

『奉
扇
会
』
に
投

句
し
て
い
る
の
も
、
蝶
夢
と
の
つ
な
が
り
で
あ
ろ
う
。

一

天
明
四
年
は
門
人
羅
来
の
十
三
回
忌
で
、
羅
来
の
身
内
の
李
雨
と
臥
菊
が
、
追
善
集

『萩
の
輪
』
を
刊
行
し
た
。
立
派
な
、
栗
の
本
門

の
俳
書
で
あ
る
。
臥
菊
は
羅
来
の
息
子
と
思
わ
れ
る
。
天
明
五
年
刊
の

『露
の
月
』
（桃
如
編
）
も
栗
の
本
門
人
重
羽
の
追
善
集
で
あ
る
。

栗
の
本
門
人
に
は
富
裕
な
人
が
多
く
、
今
後
、
こ
う
し
た
追
善
集
が
多
く
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

天
明
五
年
、
青
羅
は
金
毘
羅
・厳
島
詣
に
出
発
す
る
。
備
前
那
波
の
門
人
、
嵐
外
と
緞
交
の
企
画
で
あ

っ
た
。
「
お
も
ふ
ど
ち
七
八
人
、

従
者
童
子
の
た
ぐ
ひ
ま
で
は
た
ち
あ
ま
り
打
つ
ど
ひ
」
「
讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
し

〓
一月
七
日
に
那
波
を
船
出
し
、
九
日
に
金

昆
羅
宮
参
詣
、
十
余
日
に
厳
島
神
社
に
詣
で
て
い
る
。
そ
の
時
の
船
旅
を
、
青
羅
は

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』
と
い
う
紀
行

文
に
し
た
て
た
。
青
羅
自
身
の
発
句
は
十
六
句
入
る
。

本
稿
は
、
『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』
の
十
六
句
を
注
解
し
た
と
こ
ろ
で
終
え
た
。
（引
用
文
や
句
の
文
字
の
う
ち
、
旧
字
体

は
現
行
に
直
し
、
濁
点
、
句
読
点
を
補

っ
た
。
ま
た
、
適
宜
、
振
り
仮
名
も
付
し
て
い
る
）
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跡
し
た
ふ
夢
や
千
里
の
ほ
と

ゝ
ぎ
す
　
　
　
青
羅

（時
鳥
）
　

出
典

『白
達
磨
』
（天
明
三
年
、
風
逸
編
）

【訳
】
千
里
の
か
な
た
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
時
鳥
、
自
分
は
そ
の
跡
を
慕

っ
て
、
夢
を
見
る
こ
と
だ
。

【注
】
『自
達
磨
』
は
、
加
賀
の
歌
人
で
俳
人
で
も
あ
っ
た
自
達
磨
見
風
の
三
回
忌
追
善
集
。
時
鳥
は
、
黄
泉
国
へ
行

っ
て
し
ま
っ
た
見

風
で
あ
る
。
青
羅
は
見
風
と
面
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
。
青
羅
二
十
代
の
頃
、
諸
国
行
脚
を
し
て

一
時
加
賀
の
関
更
を
訪
れ

た
。
そ
の
折
に
、
見
風
と
つ
な
が
り
を
も
つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
書
に
は
、
栗
の
本
門
人
の
雨
人
や
李
雨
の
句
も
見
え
る
。

隷
を
花
に
か
け
ば
や
れ
轟
替
　
　
　
　
ハリ
マ青
羅

（燕
子
花
）
　

出
典

『ま
だ
ら
薦
』
（天
明
三
年
、
陸
史
編
）

【訳
】
燕
子
花
の
花
は
、
盃
の
よ
う
な
形
だ
。
そ
れ
な
ら
、
本
物
の
盃
を
花
に
掛
け
て
み
た
い
も
の
だ
。

【注
】
燕
子
花
の
花
の
形
状
を
詠
む
。
『ま
だ
ら
鳩
』
の
編
者
の
陸
史
は
井
波
の
人
。
樗
良
を
迎
え
て
の
記
念
集
。
樗
良
が
序
文
を
書

い
て
い
る
。

月
し
ぐ
れ
音
を
な
が
む
こ
よ
ひ
哉
　
　
　
土目
羅

（時
雨
）

出
典

『し
ぐ
れ
会
』
（天
明
三
年
、
蝶
夢
編
）

【訳
】
時
雨
会
の
前
日
、
時
雨
が
降

っ
て
月
が
隠
れ
て
し
ま

っ
た
。
月
を
な
が
め
る
代
わ
り
に
、
芭
蕉
翁
の
音
を
ひ
た
す
ら
し
の
ぶ
今

夜
で
あ
る
こ
と
だ
。

【注
】
時
雨
会
逮
夜
興
行
の
歌
仙
の
発
句
。
前
書
は

「同

（天
明
三
卯
年
）
十
月
十

一
日
逮
夜
興
行
」。
こ
の
と
き
、
青
羅
は
義
仲
寺
ま

で
出
か
け
、
蝶
夢
主
催
の
時
雨
会
に
出
座
し
、
当
日
の
歌
仙
に
も

一
座
し
て
い
る
。

箕
を
さ
び
る
先
を
吹
と
る
時
雨
か
な
　
　
播
磨
鹿
児
青
羅

（時
雨
）
　

出
典

『し
ぐ
れ
会
』
（天
明
三
年
、
蝶
夢
編
）

【訳
】
箕
を
ふ
る
っ
て
ゴ
ミ
を
落
と
し
て
い
る
と
、
時
雨
と
風
が
や
っ
て
き
て
、
ゴ
ミ
は
時
雨
の
中
に
ふ
き
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

一 二 四 ―
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【注
】
「箕
を
さ
び
る
」
は
播
磨
の
方
言
で
、
箕
を
使
っ
て
ゴ
ミ
を
ふ
る
い
落
と
す
こ
と
。
落
ち
た
ゴ
ミ
は
時
雨
の
中
に
消
え
て
い
く
。

こ
の
句
は

「
一
坐
念
香
」
に
入
る
。
本
書
の

「
四
来
発
句
」
に
は
、
栗
の
本
門
人
の
句
が
多
数
入
る
。

新
菊
や
役
痣
に
障
る
井
戸
の
端
　
　
　
播
州
青
羅

（菊
）
　

出
典

『む
か
し
き
く
』
（天
明
四
年
、
奉
里
編
）

【訳
】
普
段
、
井
戸
端
会
議
が
行
わ
れ
、
ま
た
人
の
往
来
も
あ
る
井
戸
端
。
そ
こ
に
今
年
初
め
て
咲
い
た
菊
を
持
っ
て
き
て
置
い
て
あ

る
。
邪
魔
に
な
る
の
だ
が
、
邪
険
に
す
る
人
は
い
な
い
。

【注
】
菊
は
、
井
戸
端
に
植
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
鉢
植
え
の
菊
を
持
っ
て
き
て
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
咲
い
た
の

だ
か
ら
、
大
勢
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
、
し
か
し
往
来
の
邪
魔
に
な
る
。
『む
か
し
き
く
』
は
去
来
八
十
回
忌
集
。
重
厚
が
跛
を
書

い
て
い
る
。

た
ま
し
ゐ
を
ま
ね
か
ん
月
や
萩
の
う

へ
　
　
主目
羅

（月

。
萩
）
　

出
典

『萩
の
輪
』
（天
明
四
年
、
李
雨

・
臥
菊
編
）

【訳
】
羅
来
の
十
三
回
忌
、
羅
来
を
慕

っ
て
墓
の
周
り
に
は
萩
の
花
が
咲
く
。
そ
の
上
の
満
月
か
ら
羅
来
の
魂
を
招
こ
う
か
。

【注
】
『萩
の
輪
』
は
青
羅
門
人
の
羅
来
十
三
回
忌
集
。
青
羅
の
序
文
に

「居
士
…
萩
の
花
の
こ
ぼ
れ
や
す
き
を
愛
せ
ば
、
萩
ま
た
居
士

の
無
為
な
る
を
し
た
ふ
に
ぞ
。
を
の
づ
か
ら
其
墳
の
ほ
と
り
を
め
ぐ
り
て
春
秋
の
誠
を
あ
ら
は
せ
り
」
と
あ
る
。
書
名
は
墓
の
周
り

の
萩
に
よ
る
。
端
書
は

「天
明
四
甲
辰
秋
七
月
」。

う
と
け
れ
ば
う
と
し
、
と
は
る
れ
ば
亦
な
つ
か
し

花
菖
蒲
津
田
の
細
江
の
た
よ
り
か
な
　
　
　
土月
羅

（花
菖
蒲
）
　

出
典

『萩
の
輪
』
（天
明
四
年
、
李
雨

・
臥
菊
編
）

【訳
】
便
り
が
な
け
れ
ば
疎
遠
に
な
る
が
、
音
信
が
あ
る
と
や
は
り
う
れ
し
い
だ
ろ
う
。
今
日
、
播
州
の
津
田
の
細
江
に
、
花
菖
蒲
が

咲
い
た
と
の
便
り
が
あ
っ
た
。

一 二五 一



春 ③

青羅発句注解 四

夏 ⑨夏 ① 冬 ⑩

【注
】
蘭
外
、
鍛
交
と
の
三
吟
歌
仙
の
発
句
。
「那
波
の
浦
よ
り
竹
裏
舎
へ
師
の
を
く
ら
る
ゝ
俳
譜
愛
に
加
ふ
」
と
あ
る
。
蘭
外
は
嵐
外

の
も
と
の
号
で
あ
ろ
う
。
蝦
交
と
と
も
に
那
波
の
栗
の
本
門
人
で
あ
る
。
二
人
で
巻
い
た
歌
仙
を
、林
田
の
雨
人
の
も
と
に
送
っ
た
。

津
田
の
細
江
は
播
州
の
歌
枕
。

散
花
の
は
な
よ
り
お
こ
る
嵐
か
な
　
　
　
　
　
土目
羅

（花
）
　

出
典

『萩
の
輪
』
（天
明
四
年
、
李
雨

・
臥
菊
編
）

【訳
】
落
花
さ
か
ん
な
桜
、　
一
陣
の
風
が
吹
く
と
花
吹
雪
に
な
る
。
ま
る
で
花
の
本
の
中
か
ら
嵐
が
起
こ
っ
た
よ
う
だ
。

【注
】
「
四
季
発
句
」
春
の
部
の
発
句
。
青
羅
の
代
表
句
と
な
り
、
没
後
、
門
人
に
よ
り
句
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
『松
の
そ
な
た
』
（天
明

八
年
、
紫
暁
編
）
に
も
入
る
。

自
芥
子
や
美
人
か
く
る
ゝ
草
の
い
ほ
　
　
　
土月
幕

（自
芥
子
）

出
典

『萩
の
輪
』
（天
明
四
年
、
李
雨

・
臥
菊
編
）

【訳
】
草
庵
の
そ
ば
に
自
芥
子
が
咲
い
て
い
る
。
そ
の
花
の
よ
う
な
、
清
楚
な
美
人
が
隠
れ
住
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

【注
】
「
四
季
発
句
」
夏
の
部
の
句
。
自
芥
子
は
、
佳
人
を
連
想
さ
せ
る
。

行
と
し
や
か
し
ら
を
あ
ぐ
る
田
の
雲
雀
　
　
　
土目
羅

（行
と
し
）
　

出
典

『萩
の
輪
』
（天
明
四
年
、
李
雨

・
臥
菊
編
）

【訳
】
今
年
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
冬
の
田
で
雲
雀
が
餌
を
あ
さ
つ
て
い
る
が
、
春
を
予
感
し
て
頭
を
あ
げ
る
こ
と
だ
。

【注
】
雲
雀
は
春
の
季
語
だ
が
、
こ
こ
は
越
冬
す
る
田
の
雲
雀
。
こ
れ
は

「
四
季
発
句
」
冬
の
部
の
句
で
、
巻
末
句
。

朝
貌
の
は
や
お
も
ひ
有
更
衣
　
　
　
　
三日
経

（更
衣
）
　

出
典

『新
雑
談
集
』
（天
明
五
年
、
几
董
著
）

【訳
】
更
衣
の
今
日
、
朝
起
き
て
す
ぐ
に
夏
衣
に
替
え
た
。
朝
顔
の
模
様
の
着
物
を
み
る
と
、
は
や
秋
が
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
だ
「
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【注
】
朝
顔
は
秋
の
季
語
。
「朝
の
顔
」
と
掛
け
る
。

中
十
日
梅
に
わ
か
れ
て
初
ざ
く
ら
　
　
　
　
加
古
川
青
羅

（梅

・
桜
）
　

出
典

『四
山
集
』
（天
明
五
年
、
巴
水
編
）

【訳
】
梅
が
散
り
終
わ
り
、
十
日
を
お
い
て
今
度
は
桜
が
咲
き
始
め
る
。
ま
こ
と
に
華
や
か
な
季
節
で
あ
る
こ
と
よ
。

【注
】
『四
山
集
』
は
、
伊
勢
の
巴
水
の
別
業
新
築
の
賀
集
。
閑
更
が
跛
を
書
く
。
各
地
の
人
の
発
句
が
出
る
中
に
、
「播
磨
」
と
し
て

青
羅
の
句
が
出
て
い
る
。

自
魚
は
梅
に
つ
れ
だ
つ
盛
哉
　
　
姫
路
青
羅

（自
魚

。
梅
）
　

出
典

『夕
暮
塚
』
（天
明
五
年
、
菱
鳩
編
）

【訳
】
梅
が
咲
く
と
そ
れ
に
連
れ
立
つ
よ
う
に
、
自
魚
も
春
の
到
来
を
告
げ
る
。
両
者
は
、
二
月
に
は
盛
り
に
な
る
。

【注
】
「白
魚
」
も

「梅
」
も

『毛
吹
草
』
（正
保
二
年
）
で
は
二
月
の
も
の
。
『夕
暮
塚
』
は
蝶
夢
系
俳
書
で
、
蝶
夢
が
序
文
を
書
い
て

い
る
。
栗
の
本
門
人
布
舟
ら
も
入
集
す
る
。

ほ
と

ゝ
ぎ
す
喘
や
う
ご
け
る
像
の
中
　
　
　
　
播
州
カ
コ
川
青
羅

（時
鳥
）
　

出
典

『奉
一扇
会
』
（天
明
五
年
、
折
風
編
）

【訳
】
奉
扇
会
で
祀
ら
れ
た
扇
の
風
に
、
芭
蕉
像
は
す
こ
し
動
い
た
よ
う
だ
。
そ
こ
へ
時
鳥
の
一
声
が
き
こ
え
た
。

【注
】
こ
の
年
の
奉
扇
会
は
蝶
夢
が
欠
座
し
て
い
る
。
青
羅
は
、
門
人
の
脱
負
、
風
虎
、
布
舟
ら
と
と
も
に
投
句
し
て
い
る
。

待
人
は
来
ぬ
に
定
て
時
雨
き
く
　
　
　
青
嘉

（時
雨
）
　

『し
ぐ
れ
会
』
（天
明
五
年
、
派
風
編
）

【訳
】
ず
い
ぶ
ん
待
っ
た
の
だ
が
、
待
ち
人
は
来
な
か
っ
た
。
も
う
来
な
い
も
の
と
あ
き
ら
め
て
、
な
す
こ
と
も
な
く
静
か
に
時
雨
の

音
を
聴
く
こ
と
だ
。

一 二七 一
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【注
】
こ
の
年
の
時
雨
会
は
、
折
風
主
催
、
蝶
夢
も
同
座
し
て
い
る
。
青
羅
門
人
の
布
舟
出
座
、
青
羅
は
投
句
の
み
で

「
四
来
奉
納
」

の
部
に
入
る
。

あ
つ
き
日
や
撫
子
摘
む
山
の
か
げ
　
　
　
土目
羅

（あ
つ
き
日

・
撫
子
）
　

出
典

『露
の
月
』
（天
明
五
年
、
桃
如

。
至
峰
編
）

【訳
】
今
日
も
暑
い
。
ど
こ
も
か
ん
か
ん
照
り
だ
が
、
山
の
陰
に
な
る
所
は
涼
し
く
、
撫
子
が
咲
い
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
、
摘

ん
で
い
こ
う
か
。

【注
】
『露
の
月
』
は
、
但
馬
の
栗
の
本
門
人
、
重
羽
追
善
集
。
こ
れ
は
、
重
羽
生
前
に
巻
い
た
青
羅

・
至
峰

・
重
羽
の
三
吟
歌
仙
で
、

青
羅
が
発
句
を
詠
む
。
青
羅
は
、
重
羽
追
善
七
吟
歌
仙
に
も

一
座
し
て
発
句
を
詠
む
。
ま
た

「
四
季
之
発
句
」
の
巻
頭
に
青
羅
の
句

が
出
る
。
「撫
子
」
は
、
万
葉
集
で
は
秋
草
だ
が
、
古
今
集
以
後
、
和
歌
連
歌
俳
諸
で
は
夏
。

花
と
咲
も
な
き
悌
か
わ
れ
も
か
う
　
　
青
羅

（吾
亦
紅
）
　

出
典

『露
の
月
』
（天
明
五
年
、
桃
如

。
至
峰
編
）

【訳
】
吾
亦
紅
が
咲
い
た
。
何
や
ら
人
に
似
た
そ
の
姿
は
、
七
月
四
日
に
逝
っ
た
亡
き
重
羽
の
悌
だ
ろ
う
か
。

【注
】
重
羽
追
善
七
吟
歌
仙
の
発
句
。
脇
は
桃
如
、
第
三
は
至
峰
。
詞
書
は

「但
馬
の
国
大
や
ぶ
な
る
重
羽
の
ぬ
し
、
文
月
四
日
と
聞

ゆ
る
あ
し
た
身
ま
か
り
け
る
と
、
風
の
音
の
生
死
無
常
の
驚
か
し
け
る
よ
り
、
旅
の
杖
笠
と
り
あ
へ
ず

一
費
斎
に
来
り
て
、
と
も
に

香
華
を
と
り
侍
る
」。
吾
亦
紅
は
団
子
状
の
花
を
付
け
、
人
の
形
に
似
る
。

水
の
気
の
と
り
付
そ
む
る
柳
か
な
　
　
青
羅

（柳
）
　

出
典

『露
の
月
』
（天
明
五
年
、
桃
如

・
至
峰
編
）

【訳
】
春
は
ま
ず
水
が
ぬ
る
む
。
ま
た
雪
が
と
け
て
春
の
水
と
な
る
。
春
雨
が
降
る
。
そ
ん
な
水
の
気
は
、
ま
ず
川
辺
の
柳
に
と
り
つ

く
こ
と
だ
。

【注
】
『露
の
月
』
の

「
四
季
之
発
句
」
の
部
の
巻
頭
句
。

― 二八 ―
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行
先
の
は
な
を
斗
る
や
海
の
上
　
　
　
青
羅

（花
）
　

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』
（天
明
五
年
、
青
羅
著
）

【訳
】
さ
あ
、
船
出
だ
、
目
指
す
は
金
昆
羅
と
厳
島
。
目
的
地
の
桜
は
き
れ
い
に
咲
い
て
い
る
か
と
、
船
の
上
で
想
像
し
て
み
る
こ
と

だ
。

【注
】
天
明
五
年
三
月
七
日
、
青
羅
は
讃
岐
の
金
昆
羅
宮
と
安
芸
の
厳
島
神
社
に
詣
で
る
た
め
に
備
前
の
那
波
の
浦
を
船
出
し
た
。
連

れ
は
、
門
人
の
蝦
交
、
嵐
外
、
旭
松
、
梅
山
、
芦
径
ら
。
『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』
は
、
そ
の
時
、
青
蒸
が
著
し
た
旅
行

記
で
あ
る
。
自
筆
稿
本
が
残
る

（天
理
図
書
館
）。
こ
の
発
句
は
、
出
発
に
際
し
て
皆
で

一
句
ず
つ
詠
ん
だ
も
の
。
見
送
り
に
は
、
門

人
の
松
山
と
寒
龍
が
来
て
、
や
は
り
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。

春
の
夜
や
う
し
を
う
し
と
も
夢
心
　
　
　
青
羅

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
牛
窓
の
湊
に
船
を
泊
め
、　
一
夜
を
過
ご
す
。
牛
窓
の

「牛
」
で
は
な
い
が
、
旅
を

「憂
し
」
と
思
う
と
、
す
べ
て
が
春
の
夜
の

夢
の
よ
う
だ
。

【注
】
第

一
夜
は
船
中
泊
、
牛
窓
の
湊
に
船
を
つ
な
い
だ
。
発
句
は
、
牛
窓
の
地
名
を
詠
み
こ
み
、
春
の
夜
の
物
憂
さ
や
、
十
年
前
の

思
い
出
が
よ
み
が
え
る
こ
と
な
ど
を

「夢
心
」
と
し
て
詠
ん
だ
。

花
に
ま
れ
旅
す
る
目
に
は
飯
の
山
　
　
　
土目
幕

（花
）
　

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
「花
よ
り
団
子
」。
花
が
咲
い
て
い
よ
う
と
、
旅
を
し
て
い
る
自
分
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
飯
が
大
切
。
日
の
前
に
あ
る
飯
野
山
が

う
れ
し
い
。

【注
】
「～
に
ま
れ
」
は

「～
で
あ
ろ
う
と
」
の
意
。
眼
前
の
讃
岐
富
士
、
飯
野
山
の
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
。
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青羅発句注解 四

春 ②夏 ④

春
深
く
真
昼
も
杉
の
嵐
か
な
　
　
　
土目
羅

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
金
毘
羅
宮
参
詣
。
境
内
は
杉
の
木
立
が
生
い
茂
り
、
真
昼
も
あ
た
り
は
暗
い
。
春
た
け
な
わ
の
頃
だ
が
杉
に
吹
く
風
は
、
冬
の

嵐
の
よ
う
だ
。
心
頭
滅
却
す
る
思
い
で
あ
る
。

【注
】
前
書

「奉
納
之
吟
」
と
し
て
嵐
外
、
鍛
交
の
句
と
共
に
出
る
。
金
昆
羅
宮
奉
納
。
前
の
文
章
は

「た
ゞ
閑
情
心
頭
を
滅
却
す
る

而
己
」
。
「心
頭
を
減
却
す
」
は
、
無
念
無
想
の
境
地
。

落
馬
し
て
腰
う
つ
蔭
も
桜
か
な
　
　
　
青
羅

（桜
）

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
あ
た
り
は
春
爛
漫
で
、
桜
桜
。
そ
ん
な
中
を
、
馬
を
借
り
て
行
く
。
う
つ
か
り
落
馬
し
て
、
腰
を
し
た
た
か
打
っ
た
が
、
そ
れ

も
桜
の
本
の
蔭
で
あ
っ
た
。

【注
】
金
昆
羅
か
ら
丸
亀
へ
戻
る
途
中
の
吟
。
芭
蕉
の

「歩
行
な
ら
ば
杖
突
坂
を
落
馬
哉
」
翁
笈
の
小
文
Ｌ

を
思
わ
せ
る
。

こ
ゝ
ろ
問
へ
い
づ
く
泊
り
の
春
の
海
　
　
　
青
羅

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
ま
た
船
出
し
た
。
春
の
海
は
霞
が
か
か
り
茫
漠
と
し
て
、
次
の
湊
は
ど
ち
ら
の
方
向
か
わ
か
ら
な
い
。
心
の
中
で
問
う
て
み
る
。

【注
】
三
月
十
日
、
丸
亀
を
船
出
し
、
安
芸
の
宮
島
を
め
ざ
す
。
句
の
前
の
文
章
は

「呉
楚
東
南
に
分
れ
た
る
も
か
く
や
侍
る
。
乾
坤

青
眼
に
究
め
が
た
し
」

し
ら
石

白
石
の
影
く
だ
け
行
海
月
哉
　
　
　
青
羅

（海
月
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
白
石
は
島
の
名
。
そ
の
名
に
あ
る
よ
う
な
白
い
石
が
砕
け
て
泳
い
で
い
る
の
が
こ
こ
の
海
月
た
ち
で
あ
ろ
う
か
¨

一 三〇 一
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【注
】
丸
亀
を
出
て
厳
島
へ
向
か
う
途
中
、
自
石
島
が
あ
る
。
付
近
は
大
小
の
岩
が
多
く
、
こ
れ
も
自
石
が
砕
け
た
よ
う
だ
。
海
月
は

夏
の
季
語

（『滑
稽
雑
談
〓
。

嶋
守
り
に
逢
ふ
て
酒
く
め
桃
の
花
　
　
　
三日
羅

（桃
の
花
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
小
島
に
船
を
つ
け
る
。
し
か
し
、
人
は
見
え
な
い
。
桃
源
郷
の
よ
う
な
こ
の
地
で
、
嶋
守
に
逢
っ
た
ら
、
桃
の
酒
を
酌
み
交
わ

そ
う
。

【注
】
小
島
に
船
を
つ
け
て
、
茶
の
水
な
ど
を
求
め
よ
う
と
し
た
が
、
人
の
住
ん
で
い
そ
う
な
所
は
な
く
、
雉
が
鳴
き
菜
の
花
が
咲
い

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

か
ま
か
り
や
夕
日
を
か
け
て
岩
つ
ゝ
じ
　
　
　
土目
羅

（邸
問
）
　

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
海
上
に
蒲
刈
島
が
見
え
る
。
船
か
ら
み
る
と
、
夕
日
に
届
き
そ
う
な
ほ
ど
岩
瑯
間
が
咲
き
誇

っ
て
美
し
い
。

【注
】
「か
ま
か
り
」
は
蒲
刈
で
、
島
の
名
、
現
在
の
呉
市
に
あ
る
。
前
の
文
章

「人
家
莞
を
重
ね
、
自
壁
霞
を
引
て
長
し
」
と
あ
る
。

身
ひ
と
つ
は
波
も
寝
よ
げ
に
春
の
月
　
　
　
二月
羅

（春
の
月
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
旅
寝
の
波
枕
、
船
の
上
で
月
を
見
な
が
ら
身
を
横
た
え
る
の
も
、
寝
よ
い
も
の
だ
。

【注
】
船
中
泊
。
「月
の
い
つ
か
う
し
み
つ
を
過
る
も
し
ら
ざ
り
け
る
」
と
あ
る
。

さ
む
け
立
瀬
戸
の
春
風
汐
け
ぶ
り
　
　
　
　
主目
羅

（春
風
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
音
戸
の
瀬
戸
は
潮
流
が
激
し
く
、
そ
こ
を
船
で
過
ぎ
る
の
は
恐
ろ
し
い
。
瀬
戸
内
の
春
風
が
し
ぶ
き
を
吹
き
上
げ
る
の
を
見
な
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春 ①春 ⑫

が
ら
、
お
そ
る
お
そ
る
通
っ
た
こ
と
だ
。
春
な
が
ら
寒
気
が
た
っ
た
。

【注
】
前
書

「隠
戸
の
瀬
戸
」。
音
戸
の
瀬
戸
は
、
現
在
の
呉
市
に
あ
る
海
峡
、
潮
流
が
激
し
い
の
で
有
名
。
「
お
む
ど
の
せ
と
と
い
ふ

は
滝
の
ご
と
く
に
潮
は
や
く
狭
き
処
な
り
、
舟
ど
も
お
し
落
さ
れ
じ
と
手
も
た
ゆ
く
こ
ぐ
め
り
」
禽
鹿
苑
院
殿
厳
嶋
詣
記
し

廻
廊
や
潮
み
ち
月
に
さ
く
ら
あ
り
　
　
　
主目
羅

（さ
く
ら
）
　

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
厳
島
神
社
に
参
籠
し
た
。
回
廊
に
潮
が
満
ち
、
一二
月
半
ば
の
月
と
桜
の
美
し
い
風
景
に
、
日
は
さ
え
て
眠
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

【注
】
本
殿
の
回
廊
を
詠
ん
だ
。
こ
の
句
は
、
当
地
の
瓜
道
の
家
に
招
か
れ
て
、
瓜
道

・
蝦
交
と
連
句
を
巻
い
た
と
き
の
発
句
で
あ
る
。

千
畳
敷

霞
と
も
に
海
を
い
れ
た
る
座
敷
哉
　
　
　
土目
羅

（霞
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
厳
島
の
千
畳
敷
。
す
ぐ
下
に
は
、
潮
が
満
ち
て
海
が
入
っ
て
お
り
、
あ
た
り
は
霞
み
渡
っ
て
い
る
。

【注
】
「千
畳
敷
」
は
厳
島
神
社
神
前
の
大
経
堂
。
こ
こ
で
酒
肴
を
喫
す
。
潮
が
満
ち
る
と
下
ま
で
海
水
が
来
る
。

社
頭
の
鹿

枕
に
も
な
れ
よ
旅
寝
の
は
る
の
鹿
　
　
　
土目
羅

（春
の
鹿
）

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
春
の
鹿
が
厳
島
神
社
の
社
頭
に
た
く
さ
ん
群
れ
て
い
る
。
お
と
な
し
い
春
の
鹿
は
、
私
の
旅
寝
の
枕
に
も
な

っ
て
ほ
し
い
も
の

だ
。

【注
】
春
の
鹿
は
、
牡
鹿
は
角
が
落
ち
、
牝
鹿
は
手
む
。
ど
ち
ら
も
動
き
が
に
ぶ
く
気
弱
に
な

っ
て
い
る
。



連
歌
堂
に
て

ち
る
は
な
を
墨
に
す
り
こ
め
旅
硯
　
　
　
青
羅

（花
）
　

出
典

『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
厳
島
神
社
の
連
歌
堂
、
こ
こ
で

一
句
を
詠
も
う
と
出
し
た
旅
硯
に
、
花
が
散
り
か
か
る
。
墨
と
と
も
に
す
り
込
ん
で
し
ま
お
う
。

【注
】
厳
島
神
社
の
摂
社
、
天
神
社
を
連
歌
堂
と
称
し
、
そ
こ
で
連
歌
が
行
わ
れ
て
い
た
。
連
歌
に
硯
は
つ
き
も
の
。

う
ご
き
な
き
不
動
の
顔
や
花
の
中
　
　
　
土目
幕

（花
）
　

出
典

『讃
州
金
昆
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』

【訳
】
微
動
だ
に
し
な
い
お
不
動
様
の
顔
が
、
満
開
の
桜
に
囲
ま
れ
て
見
え
る
。
心
な
し
か
、
恐
ろ
し
い
顔
も
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

【注
】
弥
山
に
登
り
、
奥
の
院
へ
行

っ
た
。
白
糸
の
滝
、
滝
不
動
が
あ
る
。
「不
動
」
を

「う
ご
き
な
き
」
と
詠
ん
だ
。

一三

お
わ
り

に

三一

天
明
期
、
こ
の
頃
は
青
羅
の
俳
諧
が
も

っ
と
も
充
実
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
③

「散
花
の
は
な
よ
り
お
こ
る
嵐
か
な
」
は
青
羅
の

代
表
句
と
さ
れ
、
句
碑
に
な

っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
花
吹
雪
の
激
し
さ
と
美
し
さ
を
余
す
こ
と
な
く
詠
ん
で
い
る
。
他
の
句
も
、　
一
ひ

ね
り
趣
向
が
あ
る
も
の
が
多

い
。

今
回
注
解
し
た
発
句
の
半
数
近
く
は
、
『讃
州
金
毘
羅
山
芸
州
厳
島
詣
之
記
』
中
の
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
文
章
に
は
、
芭
蕉
の

『奥
の

細
道
』
を
引
い
た
箇
所
が
す
く
な
か
ら
ず
あ
り
、
青
羅
が

『奥
の
細
道
』
を
机
右
の
書
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『奥
の

細
道
』
中
の
句
の
よ
う
な
奥
深
さ
は
、
青
羅
の
句
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

春 ⑭ 春 ○
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Shizuko TONIIITA

This is the fourth study of“ The Notes of Seira's Haikus"series.

It writes the notes on the、 vorks composed by Seira Kurinomoto between

Tenmei2nd(1782)and 5th(1785).At that time,he was from the age of43 to 46.

In those days, the number of his pupils were increasing. He became an

influencer as a haikai master ]ノ Iany of his puplls were affluent people and

authorities in Harirna. Syouyas, oojouyas, brewers, and shipping agents

accounted for a large part of his pupils.A memorialbook and a New year's book

were published by them as the books of the school

ln Tenmei 5th,he visited Kotohira― gu Shrine in Sanuki and ltsukushima

Shrine in Aki with his pupils The cruise was lively. “Sansyu Kompirasann

Geisyu ltukusilna moudenoki'' is the travelogue which depicted the trip. It

includes 16 halkus by Seira.I wrote the notes on them in this paper.
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